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   令和２年度第２回教育課程編成委員会 記録 

日 時：令和２年１０月９日（金）14:00～15:30 

場 所：名古屋芸術大学保育専門学校 本館２階会議室 

委 員：小川英彦（愛知教育大学教授 有識者委員)  

武石協子（社会福祉法人ＮＵＡたきこ幼児園長 保育科企業等委員) 

木下眞吾（名古屋芸術大学附属クリエ幼稚園長、滝子幼稚園長） 

杉浦宏幸(校長)、坂部良二(副校長)、 木村節治(保育科長)、 加藤由美(教学主任) 

議 長：杉浦  （記録：坂部）（敬称略） 

 

１ 開会のあいさつ 

副校長から開会の挨拶と出席者へのお礼がされた。 

２ 校長あいさつ 

校長から出席者への挨拶後、新型コロナウイルス禍におけるこれまでの学校の対応、

休校中の授業の進め方、オンライン授業の実施に向けた準備の状況及び環境整備のた

めの学生支援の内容、対面授業実施の際の留意事項、等について説明された。また、

これまで学生募集に向けた様々な取組をしてきたものの成果が思わしくなく、本年度

から学生募集を停止することになり、次年度をもって閉校となる旨の報告がなされた。 

３ 本校の概要説明 

（1）令和２年度職業実践専門課程の基本情報（昼間部、第二部）情報公開データについて

資料１に基づいて副校長から説明があった。本年度は、職業実践専門課程に認定され

てから５年目のフォローアップの年に当たるため、その資料として作成されたもので

あることや、基本情報とは別に、教育課程編成委員会の議事録等もホームページ上で

公開させていただいていることの報告があった。 

(2) 本年度の新型コロナウイルス禍における本校の対応について、資料２，３，４に基づ

き保育科長より説明があった。その中で、４月からの国や県の動きと連動した対応や

臨時休校中の取組、臨時休校により不足した授業時間の回復措置や教育・保育実習の

進め方等について報告があった。また、後期に向けた活動指針やオンライン授業と対

面授業の併用に備えた時間割の作成に関しても報告された。 

（3）令和２年度前期の成績状況について、資料５に基づき「優、良、可、不可」及び失格

者の割合に関する全体の傾向について教学主任より報告された。 

 (4) 令和３年度の教育理念・教育目標等、学生便覧１ページ目に記載する内容について、

校長より説明がなされた。その中で、「４ めざす学生像」「５ 本校のカリキュラム

の基本」「６ 求める学生像」については本校における３つのポリシーに基づいて定め

ていることなので今後も大切にしていきたいこと、全体的にはこれまでの取組を大切

にしながら、保育士の養成に努めていく旨の説明がされた。 

（5） 令和３年度のカリキュラム及び行事予定表について、教学主任より説明された。 
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４．協議（説明に関する質疑・ご意見） 

委員…コロナウイルス禍での対応の説明があったが、実際のところ、本校の学生の感染状

況はどうであったか。 

本校…特に感染者等もなく、授業遂行に関して大きな問題はなかった。 

…県外から通学している生徒が、それぞれの地域の対応により通学を控えていたこと

があった。その場合は文科省の指示もあり公欠扱いにしている。また、そうした理

由による欠席が増えた場合に備えてオンライン授業の準備もしている。 

委員…とっくにオンライン授業をやっていると思っていたが、学生側に環境がないと難し

いですね。大学では必ずパソコンを持っていないといけないところもあるが。 

本校…今後は環境を整えてオンライン授業を実施していくべきだと思うが、現段階では準

備が不十分である。学校には生徒に貸し出す余裕もない。 

委員…後期は対面で授業を行う大学もある。１年生にとっては友達もできない等の問題も

あった。後期からはやっと大学生活の雰囲気が味わえそうである。学生のとっては、

オンラインは活動関係、対人関係ともかなりマイナス面があった。課題も増える一

方であった。本校では６月から対面でやっているということであるが、よく頑張っ

ていると思う。 

本校…５月は課題を送って家庭での学習としたが、学生も大変であったようだ。 

委員…なんといっても「実習」への取組が大変である。自分もこれまで３０年やってきた

が、対面でやるしかない。教科によっても対面でしかできないものもあると思うが、

そのときどうするかが問題である。 

本校…実習については、市町によっては受けてくれないところもあった。実習先によって

期間がずれてくるという問題もある。とにかく実習先の確保が大変である。 

委員…職業実践専門課程の認定を受けているのはどれだけあるか。 

本校…県内には３校ある。全国には本校と同じ実習校が２６校あるが、その６５％程度が

認定されている。 

委員…成績状況を見させてもらうと保育科の１年生に失格者が多いようであるがどうして

いくのか。 

本校…後期、正規の時間割とは別に空いた時間に授業を実施し、再履修させている。非常

勤の教員にも協力いただいている。 

委員…実習に参加するにあたっては現在、新型コロナウイルス感染の関係上、いつも以上

に健康面に留意していただきたい。これからはインフルエンザへの対応も必要とな

る。 

委員…保育園も働き方改革や休み時間の確保等で今後さらに保育士が必要となってくる。

そうした中、本校がクローズされるのは残念なことである。 

委員…最後までしっかり取り組んでいただきたい。 
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５ 閉会のあいさつ 

副校長から、委員の方への謝辞が述べられた。  


